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富良野市北海道富良野市とは

【富良野市の概要】
●位置・地勢

富良野市は、北海道のほぼ中央に位置する「へそのまち」であり、東は大雪山系十
勝岳、西は夕張山系芦別岳に囲まれた富良野盆地に位置する、富良野圏域の中心都市
である。気象は内陸特有の気候であり、気温の日較差・年較差が非常に大きい。
基幹産業は農業と観光であり、ブランド総合研究所による『地域ブランド調査魅力

度ランキング（市町村）』では、毎年ベスト10以内に入っている。

人 口 ： 20,796人（R3.3末）

高齢者人口 ： 7,120人（R3.3末）

高齢化率 ： 34.2％（R3.3末）

世帯数 ：10,636世帯（R3.3末）

農畜産物販売高：約183.3億円（R2年度）

観光入込者数 ： 約106万人（R2年度）

■気象観測データ（R3年度）

最高気温 ： 38.5℃（8月7日）

最低気温 ：-26.6℃（1月20日）
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富良野市市街地整備事業の変遷 ※国土交通省所管事業以外も記載



市による公共施行として実施

富良野市富良野駅前地区開発事業〔区画整理事業＋再開発事業＝一体施行〕
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事業面積 ４．２ｈａ



富良野市地域センター病院の移転（集客装置の喪失）
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富良野社会事業法人富良野病院
移転 平成１９年５月１日



田園と都市の両方の良さを併せ持つ、ちょっとオシャレな田舎町
を自分たちの手でつくり上げよう！

富良野市公民連携のきっかけ＝「ルーバン・フラノ」
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官と民が同じ危機感を共有⇒目指すべき市街地像の一致

①経済のパイの拡大

「まちなかにぎわい空間」の創出で観光客を取り込
み、まちなかを活性化

②富良野流コンパクトシティ

歩いて暮らせる利便性と機能性に富んだ、魅力的な
中心市街地づくり

中活計画の基本コンセプト「ルーバン・フラノ」構想
※『ルーバン』＝「ルーラル（田舎）」と「アーバン（都会）」を組み合わせた造語



富良野市富良野市中心市街地活性化基本計画（H20.11～H26.10）
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• まちづくりをサステナブルなものにするためには、事業推進母体が収益をあ
げることが必須条件

• 公的性格を有するまちづくり会社が、国の補助金や制度資金の受け皿とな
り、事業主体となってまちづくりを推進する

• まちづくり会社は複合施設のオーナーとなり、リーシング収入や売り上げマー
ジン収入などで収益を上げながら、中心市街地の活性化事業に再投資、中
心市街地活性化に向けた市街地整備事業を公民連携により継続的（連鎖
的）に実施

• 市はまちづくり会社を継続して支援（イニシャルコストへの支援だけでなく、ラ
ンニングコストの支援も効果的）

・積極的なリスクテイクでＴＭＯから公益的ディベロッパーへと進化
（まちづくり会社主導による中心市街地の複合的更新へ）

・市街地のエリアマネジメントにより、まちづくりをビジネスに転換
（『稼ぐまちづくり』の推進）

富良野市民間が主役のまちづくり！
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まちづくり会社を中心市街地活性化の推進母体に



富良野市フラノマルシェの誕生
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稼ぐエンジンとしてのフラノマルシェ（中心街活性化の牽引役）

平成22年4月オープン

フラノマルシェ構想

経済のパイの拡大・賑わいの創出

まちなかに人を誘う拠点づくり（滞留拠点）

交流人口を取り込み、まちなか回遊に資する施設の整備

キーワードは食と観光客と情報発信

商業的な収益と永続的な経営が可能な施設



富良野市フラノマルシェ事業概要
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工事名称 フラノ・マルシェ開発事業

（平成21年度 経済産業省戦略的中心市街地商業等活性化支援事業）

所在地 富良野市幸町１３番１号

施設の目的 中心市街地に観光客の取り込み拠点を作り来街者を増やし、「まちなか観光」の情報機能を充実

させ、商店街と連携をはかりながら街中回遊を促進し歩行者数の増加を目指し、中心市街地全体

の活性化につなげることを目的としている。

構造・規模 Ｓ造平屋建て ２棟（３軒）

屋根 ガルバリウム鋼板防水

外壁 ガルバリウム鋼板張り

敷地面積 ６,６３４.１６㎡

延べ床面積 １,３３６.０１㎡（事務室 ５３.５５㎡ 含む）

駐車場 普通乗用車 93台（車いす使用者用駐車場2台）・駐輪場

事業費 施設整備費 ２７９,８２５,０００円 （※内装工事及び備品を除く）

（１）フラノ・マルシェ建設工事（建築） ２４４,６５０,０００円

（２）フラノ・マルシェ建設工事（外構） ３５,１７５,０００円

財源内訳 国庫補助金 １３０,４６３,１７０円

金融機関貸付金 １４５,０００,０００円

自己資金 ４,３６１,８３０円



富良野市第２期富良野市中心市街地活性化基本計画（H26.11～R2.3）
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富良野市フラノマルシェに続く第2の仕掛け（中活計画の本丸事業！）
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東４条街区地区市街地再開発事業 （ネーブルタウン）について

まちなかコミュニティの再生、空き地・未利用地の解消

人が住み ・ 集い ・ 賑わう中心市街地に

商業施設・利便施設・居住空間の再集積と公共空間の整備
ネーブルタウンコンセプト

歩いて
暮らせる
まちづくり

空地・
空き店舗
の解消

コミュニ
ティーの
再構築

まちなか
居住の
推進

商業の
再集積

３世代
交流

キーワードは ・・・ 「三世代」 「老若男女」
経済合理性をともなった公民連携による市街地再開発事業
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富良野市東４条街区地区第１種市街地再開発事業（分棟形式による低高度利用型面的再開発）

【計画容積率】

94％

※この地区の最高限度
容積率＝200～300％

【計画延床面積】

約9,000㎡

【施工の特徴】
従前建物からの玉
突き移転による事業
費（補償費）の縮減



商業・賑わいゾーン医療・福祉ゾーン

富良野市多様性に富んだ市街地＝商店街から生活街への転換
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◆施行者
ふらのまちづくり株式会社
◆事業面積 約１.７ｈａ
◆事業期間
平成２１年６月～平成２７年３月
◆総事業費 ３，０３２，８３７千円
◆工事概要
【１街区】
店舗併用住宅７棟
【２街区】

複合商業施設・認可保育所・店
舗併用住宅１棟
【３街区】

介護付き高齢者賃貸住宅（保育
機能付）・内科クリニック・調剤薬
局・住居専用住宅１棟



富良野市市内2例目の市街地再開発事業（都市計画事業）として
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年月日 経過・予定

平成21年6月18日 再開発準備会設立

平成23年7月23日 都市計画決定告示（当初）

平成24年6月21日 都市計画決定告示（変更）

平成24年9月19日 個人施工事業認可告知

平成25年5月30日 権利変換計画認可

平成25年6月10日 権利変換期日

平成25年6月14日 解体工事着手

平成25年6月14日 新築工事着手（C棟：11/14竣工）

平成25年7月1日 新築工事着手（H2棟：10/30竣工）

平成25年7月10日 新築工事着手（E棟：9/30竣工）

平成25年7月14日 新築工事着手（L棟：9/21竣工）

平成25年8月18日 新築工事着手（I棟：12/20竣工）

平成25年9月20日 新築工事着手（A棟：3/19竣工）

平成25年9月20日 新築工事着手（B棟：3/19竣工）

平成25年10月10日 新築工事着手（J棟：2/26竣工）

平成25年10月30日 新築工事着手（K棟：3/15竣工）

平成25年11月5日 新築工事着手（M棟：3/19竣工）

平成25年12月10日 新築工事着手（H1棟：3/12竣工）

平成26年5月15日 新築工事着手（O棟：9/6竣工）

平成26年5月15日 新築工事着手（FG棟：3/19竣工）

平成27年3月25日 工事完了公告

平成27年9月30日 事業終了認可公告

支 出 収 入

項 目 金 額 項 目 金 額

調査設計計画費 246,322 補助金
（国費＋市費）

1,010,318

土地整備費 145,215 保留床処分金 1,846,553

補償費 255,769

建築工事費 2,048,621

事業費 166,944

借入金金利 雑収入 6,000

道路公管金補助金 166,944 道路公管金補助金
（市費）

169,966

合計 3,032,837 合計 3,032,837

単位：千円
全体資金計画



富良野市新たな都市機能①
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ネーブルタウン（東４条街区地区第一種市街地再開発事業）完成

グランドオープン H27-6-20



富良野市新たな都市機能②
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令和3年4月現在

フラノマルシェ1・2の店舗 ※令和3年4月現在

マルシェ１：テナント９店 （内 直営店３店）

マルシェ２：テナント９店 （内 直営店２店）

合計 18店舗

平成31年4月
マルシェギャラリーオープン



富良野市持続可能なまちづくりを支える
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フラノマルシェ1・2の入場者及び売上の推移
入込数 売上高（税抜き）

2010年度 55万5千名 4億9千2百万円

2011年度 66万8千名 5億1千2百万円

2012年度 74万5千名 5億1千1百万円

2013年度 79万5千名 5億5千3百万円

2014年度 85万1千名 5億9千0百万円

2015年度 118万1千名 7億3千3百万円（マルシェ２開業）

2016年度 121万4千名 7億2千7百万円

2017年度 122万2千名 7億3千4百万円

2018年度 120万5千名 7億2千4百万円（北海道胆振東部地震、ブラックアウト発生）

2019年度 123万6千名 7億4千7百万円

2020年度 91万9千名 5億1千8百万円（新型コロナウイルス感染拡大）
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市内全体 マルシェ1・2 1,222,122
2,490,084

1,880,297



富良野市富良野のＴＭＯは複合経営
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事業遂行体制（組織図）

ふらのまちづくり
グループ

パン屋・カフェ経営

パン・菓子類の加工、
製造、販売、
カフェ運営

フラノ・ブレ㈱

社員9名

コミュニティマネジメント㈱

商業施設運営・コンサル業務

フラノマルシェ2管理・運営
アトリウム管理・運営
ギャラリー管理・運営
運動教室等の指導運営

（スポーツインストラクター）

社員13名

㈱富良野物産観光公社

地域物産販売・振興

アルジャン運営
彩り菜運営
卸業務
通信販売
旅行業務

社員13名
アルバイト/パート2名

ふらのまちづくり㈱

中心市街地活性化業務

フラノマルシェ運営
ふらっと運営

チャレンジショップ運営
マンション・不動産管理

社員9名
アルバイト/パート7名



富良野市まちなかの価値の向上へ

【2014年】
路線価 3.3％UP
基準地価 1.8％UP
【2015年】
路線価 6.7％UP
基準地価 5.1％UP
【2016年】
路線価 6.3％UP
基準地価 6.1％UP
【2017年】
路線価 5.9％UP
基準地価 4.4％UP
【2018年】
路線価 2.8％UP
基準地価 1.3%UP
【2019年】
路線価 2.7％UP
基準地価 0.0%

※2020年以降は±ゼロ

地価の下げ止まりから上昇へ
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市内中高生による演奏会 へそ祭り当日のフラノマルシェ

2013年を基準にすると

路線価 31.0％UP

基準地価 20.0％UP



20

富良野市富良野流公民協働＝オール富良野体制による市街地整備の連鎖的展開

ネーブルタウン
［第一種市街地再開発事業（住宅局）］

事業費：30.3億円

富良野の中活＝市街地の複合的更新

東5条3丁目地区再開発事業
［第一種市街地再開発事業（都市局?）］

事業費：未定

フラノマルシェ
［経産省商業系補助金］

事業費（施設整備費）：2.8億円



市街地整備2.0 ～新しいまちづくりの取り組み方～
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富良野市



市が目指す『市街地整備2.0』のかたち
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富良野市



面的再開発を広場型再開発へ 富良野市
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防災広場の整備
（都決予定）
Ａ＝約 980㎡

東5条3丁目地区市街地再開発事業
（防災広場を軸とした市街地の複合的更新）



◆事業概要：市民が集う文化活動の拠点となっている富良野文化会館（地域交流センター）の建設、及び施設周辺の道路環境整備 に
より、文化芸術の創造と発展を軸としてまちの賑いを創出するまちづくりを目指す。

◆事業主体：富良野市 ◆面積：13.0ha ◆交付期間：令和２年度～令和６年度

◆全体事業費：1,878.2百万円 ◆交付対象事業費：1,878.2百万円（国費：751.2百万円） ◆国費率：40％

■基幹事業（道路）
南6丁目バリアフリー化整備事業
Ｒ4年度事業内容：本工事

■基幹事業（地域生活基盤施設）
案内サイン整備事業

○関連事業
事業主体：富良野市
富良野市新庁舎建設事業

■基幹事業（高次都市施設）
地域交流センター（文化会館）建設事業
Ｒ4年度事業内容：本工事

富良野
高等学校

富良野
小学校

地域交流センター(文化会館)建設事業

R4年度事業内容：本工事

：R4年度事業箇所

:  都市再生整備計画の区

域

:  ■基幹事業

: ○関連事業

（参考）

位置図・周辺図

現富良野
文化会館

富良野
市役所

■基幹事業（高質空間形成施設）
交差点照明灯整備事業

500m0

富良野西
中学校

国
道
237号

国道38号

300m200m100m 400m

□提案事業（地域創造支援事業）
キッズスペース整備事業
Ｒ4年度事業内容：本工事

:  □提案事業

富良野文教地区都市再生整備計画事業 富良野市
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高次都市施設［地域交流センター（文化会館）］整備概要① 富良野市
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１階平面図

1Ｆ 2Ｆ 3Ｆ 4Ｆ ＲＦ 小計

基幹事業文化会館 1,728.14 275.59 241.07 49.68 2,294.48 35.64% 872.24 3,166.72

提案事業キッズスペース 163.61 163.61 2.54% 62.16 225.77

対象外  庁舎 259.78 1,273.21 1,228.21 1,205.03 12.26 3,978.49 61.82% 1,512.98 5,491.47

供用部 925.36 426.39 629.34 328.16 138.13 2,447.38 - - -

合計 3,076.89 1,975.19 2,098.62 1,582.87 150.39 8,883.96 100% 2,447.38 8,883.96

建設工事費 4,576,500,000

基幹事業文化会館 4,576,500,000 × 35.64% = 再計 1,631,064,600 再計 1,631,000,000

提案事業キッズスペース 4,576,500,000 × 2.54% = 再計 116,243,100 再計 116,200,000

対象外  庁舎 4,576,500,000 × 61.82% = 2,829,192,300

合計 1,747,200,000

床面積合計(㎡)区分
床面積（㎡）

率 供用按分(㎡)
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